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[ 学会 シンポジウム情報 Z 
田中次郎 :自然史学会連合ニュース

(総会と第5回シンポジウム報告)

1999年度総会，第5回自然史学会迎合シンポジウム，

および現在まで、の活動状況を合わせて報告する。以下

r I~I 然史学会連合」を「迎合j と附す。

0加盟団体

2000.1.1現在の加問団体は下記の 35学協会 (あい

うえお順)0(社)東京地学協会， (社)1:1本純物学会，

(社)日本動物学会，都生物学会，植物地迎・分類学会，

植物分類地迎学会，地衣類研究会，地学団体研究会，日

本逃伝学会，日本術生動物学会，日本貝類学会，1:1本花

粉学会，日本魚類学会，日本菌学会， 日本蜘妹学会，日

本古生物学会円本昆虫学会，日本箆虫分類学会，日本

純物分類学会，日本人類学会，日本生態学会，日本生物

地理E学会，日本百年苔類学会，日本旅類学会，日本第四紀

学会，日本地質学会， 1:1本鳥学会，日本地理学会，日本

動物行動学会，日本!fi}J物分類学会， 日本プランクトン学

会，日本ベントス学会，日本附乳類学会，日本鱗麹学会，

日本議長類学会。

O自然史学会iill合の総会
1999年10月16E1(土)，迷合の総会が国立科学尚一物館

新宿分館で|井!かれた。総会への出席は全35団体中，22 

団体，議長への委任5団体であった。議長は武田正倫

氏(国立科学時物館)。以下に報告および決議について

述べる。

l 次期自然史学会連合代表選出について

運営委員会より :tff;!tISされた2名の投票のあli栄，森l協

和郎氏 (総合研究大学院大学)を今月l代表 (任期2年，

2000-2001 年)にiiii出した。

2 活動内容 ・予算案について

今年度のシンポジウムは，1:1本11m乳類学会から海絞

IIfIj乳類をテーマに据えたシンポジウムを企画中であ

り，文部省i科研針研究成果公|羽促進資に申請すること

になった。 万一 t=r.I~I'lが採択されなくても，当企画によ

るシンポジウムが実現される予定である。

3 会計報告

会計幹事より iλtrの中 11併I~告と来年度予算笑につい

て説明があった。

自然史学会連合 1999年度会計中間報告 (1999.1.1-

10.16) 

収入の部(円):分担金 780，000，受取利息477，前

年度繰越金 740，567

支出の部 (PJ):シンポジウムポスター 袈旨印刷

費270，165，講淡者旅費 60，000，

次年度繰越金 1，150，879 合計上521，044

自然史学会連合2000年度会計予算案 (2000.1.1-

旦型i
収入の郎(lJ=]):分担金 700，000，受取利息 500，前

年度繰越金 1，150，879

支出の音11(円):シンポジウム開催資 600，000，地域

博物館アクションプラン事務経質 10，000，自然史研

究機関立案アクションプラン事務経費 10，000，事務経

針50，000，

予備投 1，181，379令言'1-1， 85 1 ， 379 

なお，2000年度以降の会計について，分担金の毎年

度の徴収，総会における会計報告や会計監授の導入な

ど，予算システムとして硲立することとなった。

4 科研費国|努学術研究廃止に対応した述動の成果

について

|昨年春以降の迎合の粘り強い行動により，例外とさ

れながらも国際学術研究と一般研究との重桜申請が認

められるなどの変更が日本学術振興会より表明され

た 。 述合の活動の昨年度の重要な成よ~であ っ た。

0第5@自然史学:会辿合シンポジウム
1999年 10月 16日 (土)総会に引き続き，午後 111寺

より 51時まで「博物館の 211止紀一ナチュラルヒスト

リーの未来Jと題するシンポジウムを開催した。
以下に，講演者と題名を記す。

q'l 能直樹 ( I~I立平1. 5"f-:陣物館古生物) r国立科学陣物
館を考えるJ，林良博(東大政学系獣医解剖学教室H大
学問物館とは何かj，本川雑j台(京都大-大学総合博物

館H21世紀の大学博物館と自然史標本J，山1III.f晃司(茨

城県立博物館H地域Ii!~物館で、 は， 一体何を研究してい

るのだろうかつj，森JJ&I/fl1l'm(総合研究大学院大学)・
今井弘民 (国立遺伝学研究所)・粉川義必、(宮城教育大

学H自然史科学における泣伝子と画像j，i資[FI隆士(干111



奈川県立生命の星・地球博物館H博物館での自然史学
習ーハンズオン思潮を基本にー」。

参加者は常時 150名にのぼり，連合のシンポジウム

としては最大級の盛り上がりを示した。ナチユラルヒ

ストリーに対する社会の問題意識の高まりを感じると

ともに，連合の責務の大きさを改めて痛感した。今後

とも議論を続けていきたいと思うので，皆さんのご意

見に期待したい。

0新運営委員会検討事項
1999年10月20日に新連合代表のもと委員会が開か

れ，今期連合の活動について検討した。

I 今期運営委員会の構成について

新運営委員会の委員として以下の方々を提案した。

選定に当たり，連合運営規則の改正も同時に提案した。

すなわち，規則第8項で「総会は団体代表の中から運

営委員(任期2年)を7名程度選出し，活動の立案と執

行を委任する。Jとあるので，運営委員はそれぞれの学
会(団体)代表から選ばれることとなっているが，運

営委員の任期半ばで各学会の代表の任を外れた場合，

実際には代表でない人物が運営委員を続ける状態が生

じている。そこで，学会代表以外の人(勿論どれかの

団体に属している人)も連合代表指名により運営委員

を務めることができるよう，下記の改正案を提案した。

「総会は団体代表の中から運営委員(任期2年)を7

名程度選出し，活動の立案と執行を委任する。また，加

盟国体会員から，連合代表の指名する運営委員を3名

程度加えることができる。jこれにより，全学会の会員

から広く運営委員会に参加していただけることとなっ

~・
，~。

今期運営委員:今井弘民(日本遺伝学会).遠藤秀紀
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(日本晴乳類学会)，加瀬友喜(日本古生物学会)，篠原現

人(日本魚類学会)，田中次郎(日本藻類学会)，西国治文

(日本植物分類学会)，馬場悠男(日本人類学会)，森田利

仁(日本地質学会).武田正倫{日本動物学会)以上(50音

)1頂)。新運営委員4名，遠藤，加瀬，田中，西田，馬場

の5名は継続。なお，田中は引き続き運営委員会会計

幹事となった。

2 今後の具体的活動

1) 2000年度シンポジウムについて

日本晴乳類学会による科研費公開促進費を申議す

る。予算獲得の成否を問わず，日本晴乳類学会で企画

を進める。企画・構想については今後報告する。

2 )地域博物館アクションプラン

山崎晃司氏(茨城県自然、博物館)は，地域博物館研

究者に生じるさまざまな問題点の集積と分析を進めて

いる。自然史研究を進める地域博物館に少しでも幸福

な未来が開けるよう，具体的運動へと展開させる。ま

た今年度のシンポジウムにも関連する内容が多数盛り

込まれる予定である。

3 )自然史研究機関設立起案アクションプラン

代表と運営委員会が討議を重ね，連合の力で新たな

自然史研究組織設立の可能性を模索中である。

4 )そのほか

連合のもっとも重要な仕事のーっとして，ナチュラ

ルヒストリ一発展のためのアクションプランをいくつ

か設定していく方向が議論され.r地域博物館におけ
る研究環境の改善Jや「コレクション収蔵体制の整備」
が，推進アイデアとして挙げられており，現在前者に関

して積極的な検討が始まっている。

(東京水産大学)




